










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　40÷64＝0.625       63％
（２）本年度分
































     40÷64＝0.625       63％ 
（２）本年度分 
     74÷102＝0.725      73％ 
        （小数点以下 四捨五入） 
表２               創造的技法の種類と使用児童数 









 １  
構
造 
囲む ３３ １００ ３３  （３３） １００  ６  １７ ２４  （ ７）  ６９ 
 ２ かぶせる  ０   ０ ２４  （ ０）  ７２  ３   ９ １４  （ ２）  ４０ 
 ３ 取っ手を付ける １５  ４５  ０  （ ０）   ０  ０   ０  ０  （ ０）   ０ 
 ４ 包む  ０   ０  ０  （ ０）   ０  ２   ６  ６  （ ２）  １７ 





立てる  １   ３  ４  （ １）  １２ １６  ４５  ９  （ ８）  ２６ 
 ７ 持ち上げる  ０    ０  ２  （ ０）   ６  ０   ０  ０  （ ０）   ０ 
 ８ 重ねる  ０   ０  ０  （ ０）   ０  ６  １７  ４  （ ３）  １１ 







つまんで伸ばす  ７  ２１  ２  （ ２）   ６  ５  １４  ８  （ ４）  ２３ 
１１ 編む  ０   ０  １  （ ０）   ３  １   ３  １  （ １）   ３   
１２ 波打たせる  １   ３  ４  （ １）  １２  ７  ２０  ７  （ ６）  ２０ 
１３ 曲げる  ０   ０  １  （ ０）   ３  ３   ９  ５  （ ２）  １４ 
１４ ひねる  ０   ０  １  （ ０）   ３  ２   ６  ２  （ ２）   ６ 
１５ 垂らす  ０   ０  ０  （ ０）   ０  ４  １１  １  （ １）   ３ 






具体物を付ける  １   ３  ２  （ １）   ６ １２  ３４ １１  （１０）  ３１ 
１８ でっぱりを付ける  ０   ０ １９  （ ０）  ５７  ８  ２３  ９  （ ７）  ２６ 
１９ ひもを付ける  ０   ０  ５  （ ０）  １５  ５  １４  ６  （ ５）  １７ 
２０ 貼り付ける  ０   ０  １  （ ０）   ３  ２   ６  ４  （ ２）  １１ 
２１ へこませる  １   ３  ０  （ ０）   ０  １   ３  ０  （ ０）   ０ 
２２ 型押しする  １   ３  ６  （ １）  １８  ９  ２５  ８  （ ６）  ２３ 
   人 （％）  人    人 （％）  人 （％）  人    人 （％） 
 合計  ６４ １１３ （４０） １０２ １３２ （７４） 
 
＊ (  )の数字は、器づくり・粘土遊びで使った技法を本制作でも使った児童数である。 
表２　　　　　　　　　　　　　　　創造的技法の種類と使用児童数


















⑶ 面を強調して立体感を出す技法　　10 〜 16





























































(1) ＜靴の＞構造を作り出す技法   １～８ 
(2) 高さを強調して立体感を出す技法 ６～９ 
(3) 面を強調して立体感を出す技法  10～16 
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研究」『南九州地域科学研究所所報』32 巻 2016 
pp.3-11
14）『小学校学習指導要領解説　図画工作編』2008 
pp.6-8
15）拙稿「図画工作科における素材・対象との対話
とイメージ形成との関係−造形遊びと立体造形
を連動させた題材開発と実践−」『佛教大学教育
学部学会紀要』2014
16）宇田秀士　「『遊び』を活かした美術教育実践の
構想 (2)　−乾一雄の美術教育の構想にみられる
『遊び』の原理と教育実践−」2013　pp.111-118
図版
表 1　　粘土遊びの類型
写 1　　京都教育大学附属京都小・中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　4 年生作品
写２　　同上
写３　　同上
写４　　同上
写５　　同上
写６　　同上
表２　　創造的技法の種類と使用児童数
図１　　＜靴の＞構造を作り出す技法
図２　　高さを強調して立体感を出す技法
図３　　面を強調して立体感を出す技法
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図４　　凹凸を強調して立体感を出す技法
写７　　京都教育大学附属桃山小学校　
　　　　　　　　　　　　　　　　6 年生作品
写８　　同上
写９　　同上
写 10　　同上
